
スターグローブ特別授業のご案内

野球を通じてグローバルな世界を知ろう
世界に残る異人種、異宗教、異文化に対する「偏見」「無知」「無関心」
の３要素が生み出してきた争いの歴史。そんな世界を野球で変えようと
取り組みをしている人たちが存在します。なぜ野球なのでしょうか︖

場所　　︓スターグローブ
　　　　　横浜市青葉区市ケ尾町 1158－3
　　　　　杉田ビル２F
持ち物　︓特にありません
参加方法︓お電話もしくはメールにて参加者人数・
　　　　　氏名をお知らせください。
　　　　　ネットからのお申し込みも受け付けて
　　　　　おります。
対象　　︓小学 5 年生～中学 3 年生
募集　　︓25 名

WEB：http://starglobe.xyz

認定NPO法人  アフリカ野球友の会    理事　   粂田 昌邦さん
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　今回のテーマは「野球を通じてグローバルな世界を知ろう」です。「世界の視方」や「世
界とのつながり方・対話の仕方」というのはいろいろとあります。
NPO法人アフリカ野球友の会は野球というスポーツを通じてアフリカの国々と日本をつ
ないできました。野球の魅力は、バッターボックスに立つチャンスが、公平に順番に回っ
てくる。味方のみんなが応援してくれるところ。そんな取り組みを通じて見えてきた様々
な世界について、今回はお話いただきます。また、この日本にいて、私たちがどのように
して世界とかかわったり、学んだりすることができるのか、アドバイスをいただきます。

　日本という島国に住んでいる私たち、もし隣の県が違う国、例えばオーストラリアやア
メリカや、中国だったらどんな生活をしているでしょうか︖ちょっとおもしろそうな、
ちょっと不安がありそうな、少なくとも「今」とは違う暮ら
しになっていたことでしょう。
　もし、そんな状況で、私たちが周りの国に対して無知だっ
たり、無関心だったり、偏見を持っていたらどんなことがお
こるでしょうか︖全く関係ない︕ではいられない状態ですか
ら、お互いに理解しあうように互いについてもう少し知ろう
と思うことでしょう。今も昔も、世界では隣国同士の争いが
繰り返されているというのが実情です。インターネットなど
を通じ、グローバルな世界がより身近になった今、海の向こ
うにしか他国がないわたしたちにとっても、世界を学ぶとい
うことはとても大切なことです。
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開催日時︓2015 年 10 月 24 日（土）16 時～ 18 時

  1977 年 4 月大阪大学基礎工学部情報工学科を卒業
後日本 IBM入社。２０年の IBM勤務の中で二度の家
族帯同で海外駐在（北京、イギリス）を経験。その後、
転職し三度目の家族帯同の海外生活（シンガポール）
を経験。
1997 年帰国後、海外でお世話になった各国のご近所
さんや仕事関係者の皆さんに恩返しをしたいという
事から家族揃って日本在住の留学生を中心に支援す
る活動を始める（三鷹国際交流会、杉並区交流協会、
駒場の留学生サポートグループ KIND、ホストファミ
リー、
そして認定NPO法人　アフリカ野球友の会の理事）。
５０歳から始めた野球（IBM OB チーム）が病みつき
になり、そう言う中でアフリカ野球友の会に出会い、
国際交流とスポーツと言うテーマで活動を続けて居
ます。


